


1.研究目的 

現代の社会情勢のもと・乳幼児の養育が健全に実践されるためには,乳幼児に対する適切な

保健指導の確立が望まれる。特に，少産時代のなか，家庭においても，地域社会において

も「子ども」の数が少なく，母親自身が育児に関する「生きた体験」をせず,育児の対象と

なる乳幼児も「子ども同士」の接触なくして育ってくる。また，急激に進ンだ高齢者社会

のなかで，小児の存在価値は新な意義さえ有しているといわれている。このような背景の

もと,激しい変容をみせる社会に適応した養育を援助するために,いかなる保健指導の展開

が必要であるかを検討し，障害の発生予防・健全育成に有効となるべく資料を得ることを

目的とした。 

それ故,乳幼児期のあらゆる時期において，種々の地域特性のもとに,適切な乳幼児保健指

導のあり方を検討することにした。 


